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産業振興

農
産
物
直
販
な
ど
へ
の
支
援
を

町
の
産
業
活
性
化
願
い
支
援

道又秀悦議員

発展計画

順
調
に
進
ん
で
い
る
か

景
気
低
迷
を
受
け
遅
れ
て
い
る

②
最
終
年
度
（
平
成
十
七
年
）

の
予
算
額
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　

①
平
成
十
三
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
第
七
次
総
合
発
展
計

画
は
平
成
十
三
年
度
、
十
四

年
度
は
順
調
だ
っ
た
が
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
国
の
「
三

位
一
体
改
革
」
に
よ
る
地
方

交
付
税
、
補
助
金
な
ど
の
削

減
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、

事
業
の
見
直
し
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て

い
く
の
か
予
測
が
難
し
い
が
、

平
成
十
七
年
度
末
で
八
七
･

七
％
と
見
込
ん
で
い
る
。

②
第
七
次
総
合
発
展
計
画
の
予

算
額
は
百
四
十
六
億
六
千
七

百
万
円
の
計
上
で
あ
る
が
、

最
終
予
算
額
は
、
百
三
十
億

円
ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
は
と

考
え
て
い
る
。

質
問

荒
川
農
産
物
加
工
組

合
、
豊
間
根
地
区
産
直
販
売
組

合
、
白
石
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
協
定
組
合
、
船
越
地
区
の

花
と
緑
の
地
域
づ
く
り
協
議
会

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
創

意
工
夫
に
満
ち
た
取
り
組
み
が

出
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
組
合
な

ど
へ
の
育
成
強
化
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

景
気
の
低
迷
が

続
く
中
、
町
内
の
農
産
物
直
売

が
元
気
の
あ
る
こ
と
は
、
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
、
町
内
で
農
家
が
直
接
、

消
費
者
に
販
売
し
て
い
る
団
体

は
、
荒
川
農
産
物
加
工
組
合
ほ

か
３
団
体
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

団
体
へ
の
町
が
行
っ
た
育
成
支

援
は
、
団
体
が
発
足
し
た
経
緯

に
よ
り
様
々
で
あ
る
。

例
え
ば
、
荒
川
農
産
物
加
工

組
合
の
場
合
に
は
、
加
工
施
設

を
平
成
十
年
度
県
単
独
補
助
事

業
で
整
備
し
、
昨
年
度
増
築
の

際
に
は
自
己
資
金
持
ち
出
し
分

の
利
子
相
当
分
の
半
額
を
助
成

し
た
。

今
後
も
町
の
産
業
を
活
性
化

す
る
た
め
の
育
成
指
導
が
必
要

な
団
体
に
は
継
続
支
援
し
て
い

き
た
い
。

質
問

第
七
次
総
合
発
展
計

画
の
事
業
の
取
り
組
み
も
、
国

の
「
改
革
断
行
予
算
」
に
よ
る

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響

で
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
、
今

後
の
事
業
の
進
行
状
況
が
懸
念

さ
れ
る
。
つ
い
て
は
、
次
の
点

を
問
う
。

①
第
七
次
発
展
計
画
の
事
業
実

施
達
成
率
の
見
込
み
は
。

第７次発展計画の達成見込みは、交付税・
補助金などの削減で88％と見込まれていま
す（大沢漁港漁業集落環境整備事業から）


